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第 7 章では，税関手続きの簡素化など，貿易の円滑化の経済効果について評価を試みている O それによれば，税関
手続きや各国における基準・認証制度などによる貿易手続きの費用は小さく，貿易の技術的障壁の多くは，不完全競
争によって生じている超過利潤の性格を持つものであり，貿易円滑化による経済効果の大きさが，輸送部門の技術進




















つあるが，それを十分に考膚するに至っていな ~\o しかし， これらの点は政策モデ、ル分析構築の最終目標として多く
の研究者が取り組んでいる問題であり，本論文が問題解決に少なからず貢献しているのも事実であることを考慮すれ
は，博士(経済学)の学位に十分値するものとして判断する。
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